






























Ａ Comparative Study of the Shima-cho of the 
Edo and Meiji Eras（Ⅲ）






































裂　数 4 4 43 58 94 33 12 6 2 1 2 0 3 1
































裂　数 1 1 2
％ 0.4 0.4 0.8
　　　15本　16本　17本　18本　19本　20本　21本　22本　23本　24本　25本　26本　27本　28本
7 11 13 41 44 46 33 24 15 9 5 6 3 2



















































































































































木綿のみ 糸入り 絹のみ その他
計 266 102 162 0 2






























































経Ｓ 経Ｚ 経ＳＺ 絹のみ 緯Ｓ 緯Ｚ 緯ＳＺ
小計 54 53 1 0 0 54 0 0
％ 100.0 98.1 1.9 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0
小計 54 28 3 23 0 52 2 0
％ 100.0 51.9 5.6 42.5 0.0 96.3 3.7 0.0
合計 108 81 4 23 0 106 2 0







縞 格子 不明 対称 非対称 不明 １色 ２色 ３色 ４色 ５色 ６色 その他
裂数 251 13 2 76 178 12 0 10 77 102 49 17 11 266
％ 94.4 4.9 1.0 28.6 66.9 4.5 0.0 3.8 28.9 38.3 18.4 6.4 4.1 100.0
デザイン
裂数
構　　　成 配　　　色
表６　No. 162359デザイン集計表
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２）対称・非対称
縞割りの構成については，対称のものが76裂（28.6％），非対称のものが178裂（66.9％），不
明（裂が小さく調査できないもの）12裂（4.5％），と非対称の裂が大半を占めた．（表６）縞の
リピート単位が狭いため，対称・非対称については微妙な雰囲気の違いが出る渡来の縞木綿は
対称形が多いのに対して自家用木綿には非対称が多く見られる．
３）配色と縞割デザイン
裂に扱われている１リピートの配色を分析した結果，本稿では４色配色が102裂38.3％で最も
出現率が高く，次に３色77裂29.0％であった．（表６）今回分と調査済みのもの比較し図７に示
した．
本稿以外のこれまでの調査結果では，いずれも３色配色と２色配色が多く，２色配色では
89.8％，３色配色では77.5％となり，４色配色以上は30％を超えるものは見られなかった．しか
し江戸～明治にかけての縞木綿は植物染であることから，藍（青系）と茶・黄系が主体である．
図６　縞・格子の出現率の比較
図７　配色の比較
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従って２色配色では，紺と茶の対比配色，同色相２色の紺と浅葱，白と紺による縞構成からと
なり，３色配色では，紺・茶・白の組み合わせ，紺系の２色と白，紺系と茶の組み合わせで，
４色配色の場合は藍の濃淡と茶の濃淡，藍，濃淡・白・茶という配色構成でいずれも色相は２
系統である．
また縞裂に表れた色を明治22年（調査４）の縞帳から色別に面積として換算した結果，藍色
系は88％を占めていたことからも藍は庶民の色として仕事着，野良仕事の虫よけにも効果があ
るとして多く使われてきた事がうかがえる．
化学染料が発明される明治23年以前は，限られた色相で構成されているが，その後多くの色
が生み出され，明治35年以降からは華やかな色が縞帳にも登場することになり染料の歴史が縞
帳にも表れてくる．
色彩を歴史的に眺めてみると原始色彩時代から，色による階級制度，自然の四季に応じた平
安時代の貴族の色彩，戦国時代の社会に於ける権威的色彩，江戸時代町人たちの間で流行した
「渋い」「いき」な色彩などと社会的な影響を受けて変遷しているが，庶民達の生活の色は限ら
れた植物染色で約36cmの着尺巾の縞割配色を工夫し美しく構成することであった．江戸～明治
末の染料が普及するまでの長い間，経縞で藍を主体として対比色となる黄系を効果的に扱った
自家用縞木綿は，自然とともに生活した日本人の感性であり，そのような環境で培われた特色
あるデザインと言える．話は飛ぶが例えば，スコットランドのタータンチェックに特色が見ら
れるように，日本の藍染による木綿縞は庶民の代表される特色ある柄と言える．しかし，生活
における色彩は明治中期頃までは，黒味・渋味のある色彩が主体であったが，染料の普及によ
り一大革命となり，特に明治末期の日露戦争以降華やかな色彩が登場し，縞木綿にも紫，赤が
織り込まれ一時的な流行が縞帳にも表れた．
本稿の縞帳には，藍色の濃淡と白の縞の間に紫をアクセントとして使用しているものが後半
のページに４裂あり，
また赤の入った縞裂は
１裂が添付されてい
た．これらの華やかな
色は珍しく糸も高価で
あったため晴れ着用と
して使用したと言われ
ている．また後半の５
ページ分は比較的均一
な糸も混在して使われ
ている裂が見られる
が，棧留縞を模した赤
の入ったシルクのよう
なシンプルな長繊維の
裂は添付されていな
い．また一方，明治期
には輸入綿により和唐
桟や結城などの絹を使
った赤入りの唐棧縞 図８　本稿縞帳Ｐ5より
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が，流通機構の中で生産されるようになるのであるが，前項２－１）自給生産縞帳の素材で述
べたように，一般には手の届かないものであった．従って縞帳に表れた裂は，明治半ば頃まで
は生活の中から生み出した手作業による素朴な縞木綿のサンプル帳であったと言える．また短
繊維の和綿や和紡績糸は現代忘れかけた素朴な味があり捨てがたい素材である．そして江戸末
期から明治中期に日本のいたる地域で使われた万筋，干筋などの名称で呼んでいる代表的２色
使いの縞柄は，シンプルな細い線で構成され，日本的な簡素な美とフォークロア的なイメージ
を持つ一方，現代的なシャープなイメージが新感覚の魅力となって時代を超えて生きているデ
ザインであると感じている．
要　　　　　約
今回調査の縞帳は，経糸密度は20本/cmが最も多く出現，18～20本/cmで73.3％と比較的密度
が低い方に傾斜しており，24本/cm以上の密度のものは無かった．また，素材からは，糸入りが
60.９％とかなり多く，そして撚りの状態はＳ撚りが多く90％でＺ撚りも含まれていた．糸の状
態は凸凹のある和綿と機械紡績による双方が見られた．なお，デザインは絣，撚り混ぜが２～
３点，平織りのみ，江戸時代に好まれた灰味の配色，また明治中期以降に使われた濃い藍の色
などが観察された．
以上このような結果から，これまでのデータの積み重ねと比較しながら縞帳に見られる裂の
製作年代を推測してきたが，表紙に記載されている嘉永６年頃（1843）の江戸末期の手紡ぎ時
代の裂から明治初期，そして機械紡績の糸が一般に普及する後期に至るまでのものが添付され
ていると考えられる．それは自家用木綿を織っていた約60～70年の歴史である．縞帳から自家
用縞木綿の発達過程と縞木綿文化の一端が明らかになり，今後の資料とすることができた．ま
た，これらの調査から付随して見えてくるものは，自家用手織が産業発展の大切な役割を果た
したこと，また，一方で産業化によって失われた素材感などのデザイン上の問題も，この縞帳
から読み取ることができた．
なお，地域による木綿縞の特色を見出したい思いで進めているが，それについては多くの困
難を抱えている．
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